モクセイ カグ ノ リョウサンカ ト ソノ エイキョウ セイヒン ザイリョウ ヒト ト モノ ノ カンケイ by 相楽, 美穂
氏     名 相 楽 美 穂
学 位 の 種 類  博   士（商  学） 
学 位 記 番 号  第4412号 
学位授与年月日  平成16年3月25日 
学位授与の要件  学位規則第4条第1項該当者 
学 位 論 文 名  木製家具の量産化とその影響 
－製品・材料・人と「もの」の関係－ 
論文審査委員  主 査 教 授 畑   明 郎   副主査 教 授 富 澤 修 身 
         副主査 助教授 中 瀬 哲 史 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 現代における森林の消失の要因を木材消費国・日本から考察する場合、経済学で一般に言われているように大
量生産によるもの、あるいは大量生産をもたらす市場経済システムによるものとするのは、単純に過ぎる。また、
これまでの経済学では一般に、人と人との関係を考察の対象としてきた。それに対し、本論文では、木材消費量
の増加が森林の消失につながってゆく道筋のあいだに、「もの」自体（その構造や材料）の変化と、「もの」が変
化することによる、人と「もの」の間の関係の変化が存在していることを重視し、これらの変化を明治時代から
現代までたどることにより、森林の消失の間接的な要因を探ろうとした。具体的に取り上げる「もの」は、木製
家具である。 
 家具用材の需要量は、他の用途と比較してそれほど多くはない。にもかかわらず、家具を森林の消失との関連
で取り上げるのは、日常の生活で木を使っていると実感できるのは、木製品としてかろうじて残っている家具を
通してであり、その家具の構造や材料の変化が、人の木に対する感覚に与える影響は非常に大きいと考えるため
である。 
 量産の進展につれて家具の構造や材料が変化する過程は、枯渇していく材料を使っての量産という相矛盾する
関係を両立させようと、家具の構造を技術的に変え、また、あらたな家具向けの樹種を開拓する過程として考察
した。その成功は、量産の進展に拍車をかけてさらに資源が枯渇するという悪循環を生んだのである｡ 
 このような構造や材料の変化は、家具にどんな樹種が使われているのかを売り手にさえも分かりにくくさせ、
人と木の関係を希薄にするものであったが、それに加えて、量産に伴って変化した家具の流通構造によっても、
両者の関係は薄まった。量産品をつくる一貫生産メーカーが地方に台頭して、卸商も小売店も家具の製作に直接
関わる必要がなくなり、素材を直接扱うことがなくなったのであった。また、かつての人々は、財産的価値を表
す指標として材質にこだわりを持っていたが、構造や材料の変化した量産品の増加につれ、天然の木でつくられ
たものではないと気づいてもそれで満足するようになっていった。無垢材に似せた量産品の氾濫は、本物の木の
良さを理解することを妨げ、量産品を惜しげもなく消費する行動へと消費者を駆り立てた。 
 明治時代以来の量産の進展に伴って、人と森林の関係はこのように疎遠になる一方であった。そのことが森林
破壊の間接的な原因なのである。しかし、1980年代後半になり、熱帯林の破壊の状況が知られるようになって、
人と森の関係にようやく変化が現われた。日本に大量に輸入される熱帯木材と熱帯林破壊の関係が重く受け止め
られるようになり、身の回りの製品に使われる木がどこから来て、どのように製品がつくられるのかについて、
消費者は関心を持つようになったのである。そこから、森林認証制度が生まれ、森林破壊を食い止めるための市
場取引を基盤にした現実的な方法、木を使いながら森を保全する一つの方法として、少しずつ広がりを見せてい
る。 
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 経済のグロー バル化のなかでの森林認証制度の拡大にみられるように、量産が極限にまで達したかに見える今
日に至って、人と森林との戦前のような濃い結びつきを、あらたなかたちで取り戻す可能性も出てきた。しかし、
森林の破壊を食い止めようとするこの動きはまだ始まったばかりであり、現実に力強い流れとなるのかどうかは
定かでない。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 世界的に森林の消失は、続いている。その森林消失の背景要因に関する研究を、木材消費国から考察した研
究は少ない。「森林消失の要因は、単に大量生産をもたらす市場経済システムによるのか？それとも、人と『も
の』の関係の変化によるのか？」との問題意識から、木材消費量の増加が、「もの」自体を変化させ、人と「も
の」の関係を変化させ、森林の消失と森林消失を食い止める動きをもたらした「木製家具」を事例として考察
した論文である。 
 第1に、家具構造の変化を考察する。板組み構造・ホゾ(凹凸)継ぎから、板組み構造に加えて框(ｶﾏﾁ)組み構
造・ホゾ(臍)継ぎに変化し、さらに合板・ツキ(表面)板を使うフラッシュ(中空)構造・ダボ継ぎへと変わる。
とくに、戦後のフラッシュ構造の家具は、東南アジアからの安いラワン合板の入手、引越しの多さによる家具
軽量化の必要性、家具に対する貧困な見方などが原因して、日本独特の家具構造となり、家具の大量生産と大
量廃棄が起こり、木材資源の枯渇を招いた。 
 第2に、家具材料の変化を考察する。地元周辺の良く知られた樹種(キリ)を無垢材として使用が、需要増加
と生産量増加で無垢材が枯渇し、遠方の複数の「未利用樹(ブナ・ナラ・ラワンなど)」を開拓した。さらに、
廃材を利用した新たな製造方法(パーティクルボード)となり、使用樹種が分からなくなるため家具材料との関
わりが希薄となり、安易な消費が木材資源の枯渇を招いた。 
 第3に、家具の生産・流通の変化が、売り手と材料の関係に与えた影響を考察する。家具の需要増加と生産
量増加が、一貫製造メーカーの台頭と問屋の変質を招き、さらにトータルインテリアへの傾注と経済のグロー
バル化による家具輸入の増加が、素材そのものに対する知識の低下と素材の軽視を招き、安易な消費が木材資
源の枯渇を招いた。 
 第4に、家具の変化が使い手(消費者)と材料の関係に与えた影響を考察する。高度成長期には、材料の枯渇
化により、あたかも無垢材で作られたように見せかけた製品が氾濫し、「天然木加工品」の表示に「天然の木な
のか？」と疑いながらもある程度諦め、本物の木の良さを理解できず量産品を惜しげもなく消費し、人と森林
の関係は疎遠になった。1980年代後半には、東南アジアの熱帯林破壊の実情が日本にも伝えられ、「木はどこ
から来るのか？」という疑問を持ち始める。1990年代以降は、「著しい森林破壊に加担せずに木製品を使い続
けることはできるか？」との疑問から、市場取引を基礎にした現実的な方法としての森林認証制度が発足し、
人と木のつながりを跡付けようとする動きが始まる。 
 以上、森林の減少・劣化の要因について、家具量産という経済活動によるものと単純化するのではなく、量
産の進展に伴う家具構造の変化、家具材料の変化、また家具のそのような変化が売り手や買い手に与えた影響
などに着目して、森林破壊の間接的な要因を豊富な資料、関連業界へのヒアリングなどにより実証的に分析し
た論文である。 
 グローバル化した市場経済システムと家具量産との関係分析や、森林を保全する持続可能な社会への提言な
どに不十分さは残るが、課程博士論文としては、ハイレベルであり、オリジナリティとユニークさを有し、審
査委員会は一致して、本論文を博士(商学)の学位を授与するに値するものと判断した。 
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